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この取扱説お書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただま、あなたや他の人々への危害やな產 への 
据害を未巧に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と愚味は巧のよラになってレます。内容 
をよく巧辭しでから本でをお読みください。 

A ^とヒこの表示を巧巧しで、誤った取り扱いをずると、人び巧 C 、 重傷を負ラ可能な、または义おの 
/•\ 胃 a 巧能化び想定される内容を示しています。 

A この表示を無巧して、誤った取0巧いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的損害の発をぴお 

Li \ 胃定される内容をホしでいまず。 


絵表示の例 


A 


么記音は注意を巧す内容びあることを告げるをのです。 

図の中に具体的なを意巧客(左因のおちは 一 お的なな新び巧かれてレます。 

G ) 記音は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や巧倍に具巧的な禁止の容(だ図の场合はガソリン禁止)び巧かれでいまず。 

〇記音は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図のかに具体的な指示内容（ち図のおちはち源プラグをコンたントから巧いでください） 
がおかれでいます。 



(WARNING) 


•ガソリン厳禁 

方ソリンなど揉発なの高い泊は、お巧に使巧しないでください。 
义がの原因になりまず。 


参給排気筒（管、ホース）がれ危険 

給が気简（管、ホース）び外れたまま使巧しなレでください。 
がれでいると運転中にがなスび室のにもれて、危険でず。 


•給排気筒トップ閉そく危険 

梗雪ぴぞいときには、給が気筒トツプの周りが雪でふさがれでいないことを 
お認しでください。ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪圓い」はおが気の巧げじなるのでおやめください。 
閉そくしでいると運起中に排ガスび室のにちれで、危おでず。 


•給排気筒トップには金網などは付けない 

給が気筒トッブには、ま I よけのためのをおなどは付けないでください。給が気 
の巧げになり、異巧燃おを起こしがガスが室内に漏れる巧能性びあり危巧です。 


参巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾巧には使巧しないで < ださい。 

巧類び落下しで义びつき、义がの原因になります。 


•温風吹出□をふさびない 

巧類、おなどで温風の化□や空気巧入□をふさびないでください。 
巧巧、紙などでふさぐと、义災の原因になります。 


参スプレー宙厳禁 

スプレー宙や力むツトこんろ用ボンベなどを、温巧のあたるところに放垣 
しないでください。 

熟で生の圧力び上びり、おおしで盾険です。 
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意 (CAimON) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを巧づけないでください。 

义おび発をするおそれびあります。巧燃物との離おお巧についでは 
僚睾据え巧け図例 （2 已ページ）を参照しでください。 
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1 •巧に注意しでいにだぎたいこと（受圣のにめに拟すお守口くだ5い) 


A ミ主意 (CAimoN) 

参給油時消乂 fli \ / F \ 

給油は、化ず消义しでからおこなつでください。 rr 巧化么汾 屋臟 

义災のおそれびありまず。 U が Wv 

•油漏れ確誌 (^% X|i 

巧タンク*ゴム製送ミ由管-接合部および機器などからの巧油漏れびないこと 
を確認の上ご使巧ください。巧'逆び漏れでいると义災のおそれびあります。 

! 〇 

•異常時使用禁止 を^ 

巧一異常を感じたとさは、使用しないでください。 A 

質常燃焼のおそれびありまず。 (J 


•溫風に直接あた 6 ない 

温風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどや脱が症がになるおそれびあります。 


参高温部接觸禁止 /CJN 

燃焼かや消义直をは、高湿部、給が気筒、給が気筒トップ、傅上部にまなどふれないでく 1 

ださい。やけどのおそれびあります。 

♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や疫触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびありまず。 1 ) 

0 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 1 ^ ] 

不完をな修理は、危険です。 vdl^ 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器のが障や、やけどのおそれびありま ^ 1 
す。機器の上に巧びんや水を入れたちのなどを置かないでください。かびかかると漏電やが障の V sj 
おそれびあります。 

•改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。また、ストーブやお排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。义災や排为スび室巧にちれる原因となりち廣です。 

0 

参 電源 コードを傷めない . ご 

電源コードにお理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 レ ^ 

また、電源プラヴを板くときは、コードを持って引き巧かないでください。 

乂災や感電の原因にな 0 ます。 

1 0 

•電源 プラグは確実に差しこむ み k 

電源プラヴはコンむントに根本まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンたントは使巧しないでください。义巧の原因 
になります。めれたまでの巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 ゾ 

口 

参長期間使用しないとをは 電源 プラグを抜< 

長期間使巧しないとき又はお管するときは、必す電源ブラブをコンじントから巧いてくだ 
さい。义災や予想しない事がの原因になります。 

国 

♦電源 プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこり及び金属物を餘去しでください。 AM 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义災の原因になります。 






1 .特にを意していただぎたいこと（まをのために必ずお守0 ください) 


么ま意 ( CAUTION ) 

•灯油の保管 

巧巧は、义巧、雨水、ごみ、高温および直お曰光を避けたお巧に巧管しでください。刀ソリンなど ■■ 

といっしょに保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 

♦変質な油禁止 

変質口巧、不抑なミを（巧れたな'巧、水の混じっているな巧など）を使巧しないでください。 

異窜燃焼のおそれびあります。 

m 

♦給が気筒付近の可燃物近接禁止 同 

給が気筒トツプのおくに、なおや巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を坦かないでください。义災のおそれびあります。 y 

圏 

0 

参指や俸を入れないで 

湿風吹出□や空巧取入れ□などに指や異物を入れないでください。 

ケ巧や义がの原因になります。 



因 

•ネ刀めてお使いになるとさの注意 

のめでお使いになるときは、耐熱を料などび焼きはくまで煙と臭いが出ます。しばらくの間おをあ 
けて部屋の換気をおこなつでください。また、ル馬やル動物などにお》する場をが考えられますの 
で、この間は部屋に入れないでください。 

〇 


お願い （NOT に E ) 

♦機器を廃棄ずるときのま意 

参な油の廃案 

ストーブを廃棄処分するとさは、定油面器の巧'庙を 

の'莊の廃棄化分は、巧’巧をお買い巧めになった販売 

巧きとっでください。 （17 ページ） 

店にご相談 < ださい。 

巧' ぶを入ったまま廃棄するとリサイクルの隙におわ 


め事故じなるおそれびあります。 

J 


2 •使用する場所 


ストーブをちをに使巧するためには、場所の還定力*大巧です。 


ま全に使用するために 



0 
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■ 


>マントルピースなどには据え巧け 
ないで < ださい。 


参療宫び1000 m を超える音地では使巧しないでください。 
(空巧の巧度び巧いため、燃巧に必要な空気び不足します。） 



巧)栗のに使用するために 


■ 


巧気の入ってくる方向、例えばお側などに*くと、冷気びストーブで廣められで巧流 
しますので、効果的でず。 


1削解 

•部屋のなおを工夫し、部屋の湿度の調節を似びけましよラ。 


麵圓纖: 
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( FF - 目 8 PAK 9 のみ） 

エアークリーンつイルタ 
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本体固定を具 
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巧熱器 


燃烧リング(丙部） 


微風フアン 
( FF -68 PK 4 のみ） 



11 X 1 . 

球なごご: 


：3k 1 1111111 n»i 



ボ、シトサ"—ごスタ部) 一..、 


——燃焼筒ふた 
燃焼筒ぶ X た巧之 


ブ I 」ント配線板 


i ' 漂^部は 
問ぎます J 


—■ フレーム□ッド 

--- 機巧サー S スタ 
仰部） 

— . . 定;を面器 

巧震白動消义装置 
(肉部） 


電磁ボンブ 
……—送油管 

































I 「音青お知らせ J の内容 

•通巧の運転操が （ r 点义 j •「消义 j . r タイマーたツト J ) をおこなラとき、文ぎと同時に音青 （ r 点义します j . r お义し 
ます」’「タイマーたツトしました J ) で巧ホがおをお巧らせします。 




運拓スイツチを巧しで f 入 j ( *) 
にしたとき、文はじーブ消义をに再 
点义する隐に点灯し、運拓（点乂） 
します。 

が)3〜4分の予おお爲をおなしまず。 


本が巧中に点なします。 
現を燃焼中の乂力の大きさ 
を表示します。 


鶴なお il 證おな;';; 

里—-—觀! IIAIi 巧®鞋 


運拓スイツチを巧しで「切] j ( X 
にすると点灯し消乂します。 

燃焼室びち巧ずると消なします。 


39 




消义ちが中に再度運おスイッチを「入」に 
したとぎ点灯し、一時のにお义します。 
燃焼室び巧却すると消なし点义動たを始め 
ます。 




MIS 觀: »1— 


室温設定ボタンで設定した室温を 
デジタル表示します。 

ストーブにトラブルび発をすると、 
トラブルの状態び記号表示（モニ 
夕ーサイン）されます。 


一時消义か!^^^^たーブ消义中 


表示時刻に運起します 


i^bhhh 


I I 滞滞綱 SB が 觸誦倘 ㈱ *嚇 臟幽等"，匿晴琴化!腿瞳^ 51 


タイ7—運転中は点なします。 
タイマー運お悟止かは消のしま 
す。 


1 


通巧は現在時刻を表示します。 
タイマー運転時はタイマーたツ 
卜時刻を表示します。 


動 W 芽 Pis^ raM 


現在時刻を表示しでレるとさ 
はな巧しでいます。 

タイ7—忆ット時刻を表示し 
でいるとまは消灯します。 


•巧す （A ) と宙乾（点义）します。 
-ちラー度巧す （ 1 ) と消乂します。 


ミ背づ H 振義巧ちシブ (» ； 


じーブ運転中はななし、稱除すると消 
なしまず。 

室温設定を10で （ F 点設定）じすると 
自動的にじーブ運おになり点なします。 


な 度ランプ涕わ一がず^8巧な); 

:、ぶ 家占安 y ーシミぶ;巧を トーを p -0^ が頌多 

•拥!風運お中は点打します。 

- 微風 适乾停 化かはお灯します。 

. エアークリーンち転かはななします。 

. エアークリーンコニットび巧れで 巧 除び 
必要なとき、エアークリーンユニットの 
組みこみび不完をなときに消のします。 


已 

































































オープンポケット巧操作部の名称と働き 


■；! r ープンポクットの開閉 

♦オーフンポクットを軽く巧しこむと、ゆっくり出できまず。操巧を姪く巧しもどずと□ックしで止まります。 

操がずるときながは、閱じてご巧用ください。 

■操作音についで 

♦操たボタンをがすとピッと音びします。 

参誤操たをずるとピッ音が2回します。 

■表示部の明るさ調節 

参時計調節スイッチを「雇常」じ合わせで「時ボタン」を押しなびら「分ボタン」を巧ずことにより、表示部の明るさ 
を2段階に調節することび出来ます。 

(このときピッ音び2回しますび、誤操巧ではありません。） 

■ 「音声お知らせ J の消音方法 

•時計調節スイッチを「通甫 J に合わせで「時ボタン」を巧しなびら「じープ運転ボタン」を巧すことにより、「音青 
お知らせ J を消音することび化巧まず。 

(このときピッ音び2回します力*、誤操巧ではありません。） 



«1 
























说 S 巧は化ずなな （J 旧1君なお）を使巧しでください。 

参 0^ 警告 I ガソリンなど揮をなの高い油は、乂災の原因になりますのでお巧に使用し 
ないでください。 

• [^ま意1変質巧油、ちれたな'油、水の’混じっている巧ななどは、絶巧に使巧しない 
でください。 

参 I A ま意 I 口;巧は、必'す乂気-雨ホ‘ごみ’高温及び、直射曰がを避けた場所に保营 
してください。 



■給油の巧のま順とを意 


参ち巧バルブを閉じで給巧□ふたをはすし市おのおな器具で巧巧を給おしてください。 
巧 H 計の針び「滿 J をさしたら給巧をやめでください。 

参給巧□ふたを必すちとどおりに締めでくださし、。 

参給巧の際に、水、ごみなどを入れないよラ巧にを意しでください。 

■給な□ふたは、巧実に締めてください。 

■こぼれた巧巧はよくふきとっでください。 

■燃料のれのま蠢と空気巧ぎの方法 

巧タンクを空にしないよラにを憲しでください。 

巧タンクをいったん空にしますと、送;巧経お内に空気びたまり、正おにち'巧ができなくなることびあります。このよラ 
な场ちには巧の順唐で空気なさをしでください。 

1 . 巧タンクに給巧します。 

2. ストーブの3ム管□から、ゴムおち巧管をはすしまず。 

3. ゴム製送'ぶ宮から巧び連続しで流れ出ることをおかめてからゴム製を巧管をちと 
どおりにス I ブに取り付けまず。（巧びこぼれないように容器を巧意しでくださ 
い。） 




おミを器具 


/給ミ由□ふた 

を油バルブ 
水 グージ 
水巧きバルブ 



運括開始前の準備と確認 


■安を装垣のたット、取扱上のを意 








X そ備燃焼後約 2.5 分間、义力は中乂力になります。 




•オープンポクット巧の义乃調節つまみで「自動運お J と r ま動運転」力、’設定でぎます。 
ご希望の運転方をでご使用くださし、。 



义力調節「自動運括 j の場を 


動义力調節 
中 大 

■ mil ■■■■■■ル 




重転スイッチを巧す 


•义力調節つまみを「自動」にさわせでください。設定室温と部屋の状巧に応じ 
た义力で燃焼します。 

(义で調節「寺動運転 J (微か〜大）の場さは、义力調節つまみの設定义力で燃 
烧します。） 

•時計させは I ■現在時刻の調節方法」を参照しでおこなつでください。 

1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運転スイツチを巧しで「入」にしでください。 

「点义します」の音声と同時に、点乂表示「点义しまず」力*点のし、自動的 
に巧のよラに運お（予偏燃焼•本燃焼）します。 

(义で調節「寺動運転 J (微か〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 


音声「点义します」 
点义表示点巧 
設定室温表示点な 
燃焼用送風機まわる 


ル油量流出 
巧流巧送風機まわる 


点义表示消の 
燃焼表示点の 

設定室温と部屋のが巧に瞄じた义 
力になる 


V 0 に E.KIRARA 

eY € 


巧火します 




設を室通 
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5 •使用方を（使い方） 

運振開始（点 W 


■送巧経路の巧をれのお認 

参ミ由タンクやち巧管の接含部などから'油ちれびないかどラか確認しでください。 

圓電気配線のお認 

おおプラグをコンじシトに巧のおちまでおまに差しこんでください。 

♦電源コードか‘おが気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

[ 21 ^ 養》すラ麵 1 麵麵 | 胃麵 | 讓 ^^ 養防々を轉誦 |||||;;|; 1 ; 麵 ^ 

'♦電源は必ずちおお!瞻;圓纖讓議誦麵1:シおを巧治 g 麵議聽麵賴 i 藝ミ獲 

♦巧 おコードは、途中で接続したり延長コードの使巧‘化の霉 m 辕眞との多 j 足配煤をしないでください。.,で.! 

■接化（アース）の確認 ( FF -68 PAK 9) 

•工事説明害にしたびい、接巧（アース）びとられているかどラか確認しでくださし、。 



遅人— 




3〜4分 
予棉燃焼 


.'岛動運転 































才ーブンポケット內の义乃調節つまみを f 自動 J にちわせると、ルームサーモによる有動運おとなり、設をき温に呂動 
葡節されをず 

表示部に設定室温に4で）が表示されまずのでなのよラに現節しでください。 

r - ち从 -) 参室温設定ポタン f 音め J をがずたびに 1 で上昇します。 

1皆或 (上限29で） 


• f 低め j を巧ずたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはい 
ぎなり10で （ F 点設定）となります。 

参10で設をの場さはたーブ運転ま/示ランプび点なし、セーブ運おとな 
りまず。 

^設定室湿を15でな上に上げるとじーフ'運転表示ランプが消え、^ 
\自動的におおされます。 / 


义力調節「自動」運転時に、微か义力でち室湿び設を室温より上昇する場さ、設定室温よ0約3で上昇ずると白動的に 
消乂し、設を室温まで下びると点乂動巧に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを巧ぎまず。 

参室温設定ポタンにより希望の室温設定後、たーブ運転ボタンを巧し 
でください。 

たーブ運お表示ランプび点•なし、たーブ運おとなります。 

参たーブ運提ボタンを爵度巧すことによりじーブ運輯表巧ランプが消 
え、じーブ運お巧除とな0ます。 


き温の調節值動運辕) 


運転開始（点乂) 



义力調節 (寺動調節一ま動運転) 


室温設定による有動運転の化に、义力調節つまみによる寺動义力調節び巧能でず。 
巧のよラにしでください。 


自動 I 手動乂力調節 
微少ル中 大 


111111•1111 


) すーブンポクット巧の乂力調節つまみを r 微か」から r 大」の間の 
ご希望のの置に合わせでください。 

表示部の設定ま湿表巧び消え、予備燃烧び終了すると約 2.5 分間义 
力は中义力になり、そのをは义力調節つまみの設定义力で燃焼しま 
す。 


■炎のが態 


ストーブのおえ巧けやお排気商の設置を件で、巧はぞか変化します。 


Miiiii [: iii； 























































〔消义順巧） 


運乾 ( 

yA-tiOl 



運転スイツチを巧しで r の J にしでください。 

r 消火します J の音青と同時に、燃焼表示力ず消灯し、消乂表示「消乂します J 
び点灯しまず。 

燃焼窒び巧却すると燃焼巧送風機、巧流巧送風機か‘停止し、時刻表示な外の 
ずべての表示類び消灯します。 


參险ま意 I ぶ白な上まをあけるなどお持な巧巧しないぶをは、巧巧び寅まに保化しでかを巧巧プラグをコ 
ンたントから巧いでくだをい々 

♦が化のときは、必ず運おを停比（消义）しでぐださい。 

♦适お悍止を、燃焼用を風機び停止ずるまでは軍源プラグを辕かないでください。をし巧まますと、ガラス円簡がく 
をったり、ストーブの表窗‘遍度が上算します。 


消义後、再点义ずるときの注意 


参燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点火まを装置の働きで、ストーブびち節 
されるまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間のなお义操作（約1秒な巧）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 

参停電時には、必す運転スイッチを「の J じしでください。 


現を時刻の調節方法 


時計-タイマー 



1. 巧ーブンポクット内の時計調節スイッチを[時計台せ J にします。 
はじめで使巧するときや、電源プラグを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の「時」•「分 J ポタンを巧しで現巧時刻をちわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 
①「時」ボタンを押しで"午前6 ; 0 0"にします。 



午前 


s ： oo. 


⑨ 「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 1 日"にします。 




3. 必ず時計調節スイッチを r 適窜 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時なから動きおめ 
ます。） 


参必す時が調節スイッチが r 通を j になっていることをお霜しでください。 

参30妙が巧の博電であれば、离逍電後を現を時刻をま示しますゆで瞧刻さわせのお養はありませんび、それが上め 
お霉で、時刻表示び0 : 00を表おした巧合は、晓魏合わせをおこなつでください。 


iiliV 







■運巧時刻のさわせ方 

' 時計-タイマー> 

I 時計夕か I 


1. 才ーブンポクット巧の時が調節スイッチを f タイマーさせ」にします。 

2. 時計調節の r 時 J •「分 J ボタンを巧してタイマーな火時刻を合わせま 
す。「分」は5分ごとに動きまず。 


例：午前6時30分に合わせる巧さ 
① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 


② r 分」ボタンを押しで"午前6 : 30" にします。 



午前 


S：D0 



午前 


B：3D 


これでタイマーわット時刻がき己巧されました。 

r お計. 々イマー\ 3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位 fi にちどしでください。これで時刻 


時計-タイマー 
時タイ 7-1 


表示には現を時刻び表示されます。 


■タイ7—運括方法 




タイマ n で!ッ 


運振スイツチを巧しで r 入」にしてください。 

(燃焼中の場ちはそのままです。） 

逐起するときのご汚望の室湿又は、义力にさわせてください。 

タイマーじツトボタンを巧しでください。 

(■タイ7—たツトしました J の音再と同時に、時刻表示にタイ7—たツト 
時刻び表示され、タイマー表示「表示時刻に巧おします J ヴ（燃焼中の 
巧合は消乂表示「消乂します J ち）ななし、タイ7—運転に入0ます。 
(このとき、燃焼巧送風機び、 10 分巧逐おしますが異巧ではありません。） 


♦タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻とタイマー表示 r 表示時刻に運おしまず J び表示 
され続けます 

参運起中にタイマーたツトポタンを押すと、ス I ブは自動消乂し、違乾を停止しまず。 






■タイマー适质の煤な 


タイマ 


，..，一,", 黑扔ミ pjn 


IB 顧当讓 






参タイマーじットボタンを巧します。タイマー表示び消のし、時刻表示に現 
巧時刻び表示され（時計動作コ日ンおお)、タイ7—運転びおおされます。 
参このままであればお义表示 r 点义します J び点なし、吕動的に運転を開始 
します。運転を傳止する場さは、運較スイッチち！■の J にしでください。 


午後 I 日： 30. 









-□ック機構の解陈一 —取り外し一 


ストーブ背面のエアークリーンユニットは□ック機構び働い 
でいます。掃除等でエアークリーンユニットを外すときは、 
①エアーク U —ンユニットの r 描す;部を親指で軽く巧しなび 
ら、 

⑤つまみを上に弓 I きあげでくださし、。 

(□ック機構び解除されます。） 

③針巧にを意しながらエアークリーンユニットを弓 I きあばて 
<ださい。 

它ットするときは、 力子、リと音がするまで確実に巧し入れで 
<ださい。 


//"?• Dn 

午後 ，しい DU . 

時刻表示に現巧時刻び表 
示されます。 


時計*をイマー 

時計タイ 7- 
合せ^せ 


しでくださし、。 


♦ . 
庭常 Ir ^ 


タィマ- 

含せ 


5:3日 


時刻表示にタイマー它ッ 
/ 卜時刻び表示されまず。 

、時計調節スイッチは、必す「通萬」位置にちど 


■おま入れの方を 

言_ 



エアークリーン機能をいつち最良のが態でご使巧いただくため、定期 
のにエアークリーンユニットの点検、寺入れをおこなつでください。 
P 〜18ぺージ 「エアークリーンフィルタの掃除 J 「エアークリーン 'I 
I ユニットの掃除 J 参照。 ) 


♦エアー クリ—ンはミク□のち口やち写りをキヤツチして;お禪酵を華華をぎれいにします r 

参微お風び出まず ので、:::' 彩沒噴を巧]乗游におめまず。';: ''ミ 心';; fli 馨 liiiilf & i : 犀'- 

■使巧方法 


エアー クリーン 



♦才ープンポケット巧のエアークリーン運おスイッチを「連動」又は、「単巧 J に台ねせ 
で < ださし、 

エアークリーン運転び開始されるとエアークリーン吹化□から清を空気び化できます。 
(エアークリーンを使巧しない場合は r 巧 J にさねせでください。） 

♦ f 連動 J 運転は、ストーブび運転し、予備燃焼び終了をエアークリーンランプび点巧し、 
エアークリーン運転を開おします。 

♦ 「お迎 J に含わせた場さはエアークリーンランプカ《点口し、ス I ブ運転に関係なくェ 
アークリーンお独運転を開始します。 


主タークり，シ醜蜘|誰圓籍驗議1義鞭:ぉの:！籍義瞧 iS 誦誘議 lil 癸も耀お議讓 

，甘:；: A 11:..、.一.-志:心.おが挽<純.;;を應纏藝論;^窝横強;避 f 龍諭お遊駕.麵眺ぷ;:.:;： 


参エアークリーンユニジド檐绩にを 


(特に水、を属類は巧巧にみおながで《起をい。) 


タイマーたット時刻 • 現巧時刻の確認 

♦タイマーたット時刻の確認 •現在時刻の確認 

•時計調節スイッチを「タイ 7— 合せ」に合わせます。 •時計調節スイッチを「時計合せ J にさねせます。 



エアークリーンの使用方ま ( FF -68 PAK 9) 

























































































■使用方法 

•I 微風 ^ オーブンポケット巧の微風運転スイッチを「連動」又は、 I ■巧独 J に台わせでください。 

__ お風運転び開始されると微風の出□から微風び出でさます。 

I 参「連動 J にちねせるとス I ブび運おし、ホおが焼びお了を微®ランプび点口し、微 

を巧連動 風運転を開おします。 

に三つ參「単独 J に合わせると微風ランプびななし、ストーブ運おに関巧なく微風運おを開始 

姐お^^ します。 

参「切 J に合わせると微風ランプび消灯し、微風運転を惇止します。 


モニター サインについで 


ス I ブにトラブルび発ちすると、トラブルのが態び設定き温表示に記号表示（モニターサイン）されます。 

この塌合記号表示の内容を、ス I ブ左側面に印刷されたモニターサインー鬟表、または 21〜22ページ 「巧房•異巧の 
見分け巧と処置方を J をご g のラ无、必要な処面をしで<ださい。 

〈モニターサインー質表> 


モニターサイン 

兵常状想 

モニターサイン 

異常状麽 

E 1 

を 中お义 

E E 

居止時ポット異ちほ巧 

E 2 

不 ま 义 

E 0 

お巧サー云スタ巧曲 

E 3 

巧 R 巧 助 

P 1 

ボットホ熱不足 

E 5 

が気管巧け巧知が留1 

P 2 

ポット湿度ほ下 

E 色 

ルー ムサー モ 断線 

P 3 

ポット黄常遇が 

E 7 

まま サーモ お動 

P 4 

不 消、!^ 

(消义時巧ぴ長い） 

ヒ y 

rr * 

P 5 

墨 お 不 良 

E 8 

疑化义 巧 

エア—クリ— 

お巧電圧上昇、 

EA 

が巧巧を風お異常巧出 

ンランプ消巧 

エアークリーンユニット 

EC 

ルー ムサーモ巧絡 

( FF -68 PAK 9) 

たジト不良 


使巧上の注意 


本窒の f 特にま意しでいただきたいこと（まをのために必ずお守りください） J の化に、巧の頂目についでちま意してく 
ださい。 

•上面ガードは、地震などにより巧が物び落下したときなどじ义災を巧止するためのものです。やむをえす巧りはす！ 
した巧ちは、必すちとのがおに取り付けておいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化等菜品を使ラところや温室、廚育室など、動植物の育成栽をに使巧しないでくだ 
さい。 

参里び発生したとき、雷（誘導里）により一時的な過逗圧びかかってを、過電圧防止装置び機器を保譲するしくみに 
なっでいますが、大きな雷（直ぎ里など）の場合は、巧さ部品をお巧するおそれがありますので、巧源プラグをコ 
ン它ントから巧いてください。 










このストーブじはなのよラな安を装置びついています。 

ずべでの安を装置は、異常が取り陈かれでち再度点义操巧をしなければ運転は厚止したままです。 


^安を装置 

巧震自動消义装置 
(で互表示） 

点乂まを装置 
燃焼制御装置 

(フレーム □ツド） 

I E I 表示 . 「 E ? 表示 \ 

\ (途中消义）（不着乂） i 


停電まま装置 
( 四表示•互 I 表示、 

(30 砂な上） P 砂上’1 
\ 1、30妙未満./ / 



原因-作動結果 

強い地廣や衝孽を受けたとき 

ク 

モニター サイン E 3 I 表示 
白動的に消义 

点义云スをしたとき 
途中失义をしたとき 
おび異常にかさいとぎ 


モニターサイン てし 表示または 
圧。表示 
自動的に消乂 

厚電したとさ 

電源プラヴび巧けたとき 


适電後モニターサイン立 _71 表示ま 
たは rru 表示 
白動のに消义 


処置ちま 

ストーブの同のに異常びないか確認 
し、点义操作しで<ださい。 

(巧漂自動消义装置は作動を自動的 
に它ツトされます。） 


I 曰常の点検*寺乂れ ( 16 〜20ぺ-ジ 
参照）をしでから点义操巧をしでく 
ださし、。 

なおを異常がある場台は、お買い求 
めの販壳店にご相談ください。 


ITTI の場さ、時計などの它ットを 
しでから、点义操作をしでください。 
圧互]の揚舍、通巧を点乂操作をし 
で < ださし、。 

電源ブラヴを確認しでください。 






装框の各称 

原因-作動結果 

処置巧を 

再点义安ま装置 

♦消义直を、再点义巧巧したとぎ 

ク 

-約 2 分間の巧巧をでないと点乂おた 
に入らない 

(•約 2 分経過を、白動のに点义動、 

1 作を度!始します。 / 

排気管おけ檢巧装置 
( rF 5 i 表示） 

• がな芭の接続巧がはすれたとき 
• が気芭巧け巧知巧リードおがはすれ 
たり、が巧したとぎ 

ク 

. モニターサイン ifS 1 表示 
•ストーブの運おを停止 

• おが気筒および併気芭の接続部に、 
はすれ • ゆるみがないかな認しでく 
ださい。 

♦巧気普巧け巧知用リード結のゆるみ 
または、はすれ*のれがなレかお顏 
しで < ださい。 

^ Is 廣關附既則-ド援 1 

燃焼用送風機異常 

検出装置 
(中巧!表示） 

• 回おがび異巧に低下したとき 

ク 

.モニターサイン Iffl 1 表示 
•ストーブの運おを序止 

•異常巧下の原困を取り巧いでからな 
义操巧をしで <ださい。 

•なおを異ちびある巧合はお賈いずめ 
の販売店にご相談ください。 

過電流巧比装置 
(表示部を消'な） 

•内部 E おの シヨー トにより適 g 流が 
流れたとき 

ク 

•巧流ヒユースび巧れ、すべでの運巧 
を惇化 

• お》レホめの販売巧に修理を巧巧し 
でください。 

機巧サ ー= スタ 
( fGl 表示） 

• 巧流巧を風なび異常停止したとさ 
•巧流巧ち風なのフアンガードやスト 
ーブの前面びみさがつたとき 
• ストーブの前面に巧ち巧などがある 
とぎ 

ク 

•モニターサイン11で！表示 
• 白な的に消乂 

♦ 原困を取 0 おいでから点义操巧をし 
でください。 

• なおち異ながある巧さはお頁いホめ 
の販売店にご巧談ください。 


点検.を入れは消乂後、ポットノトナびち却しでから、必す電源プラヴを〕ンじントから巧いでおこなつてくださし、。 


仪を覇要気都蟲のおおや巧販琉とのを換はお巧にしないぞ< ださい。 


い.::;..!:...：ド ^;^ 1.:か;:!:.濟巧;;...;こ :、....， i !ご 

盛'; i 顯; :; yi 自 轟鹽誠 


点檢、寺入れの必要頂§、時期、方法 


■周囲の巧燃物（使巧ごと） 

参仪ま意 I スト-ブの周囲は、おに整理•巧巧し、燃えやすいをのをちかないで<ださい。 

■ほこり•巧れ（使巧ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミをがしみたりしてち睽です。 

ストーブはいつも清潔にしでご使巧ください。 


■巧をれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

•置台.油タンクに油ちれ’ミをのたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
又、おミちの際にこぼれたのミちは、よくふきとつでください。 


麵謀おれのある巧をは、お資い求め0販巧おに修理を依巧しでく巧さが* 



■ゴム製送油管の点檢•交換の目巧（シ-ズンの巧め） 

胃ゴムがを'ぶ«は、屋かで使用しないで < ださい。 

屋巧での馆用は禁止されています。 

•匡のでゴム製送ミ由管を使巧しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れびないか確認し、欠点のあるときは 
交換しで < ださい。 

交換の目まは、3年に一度です。 


■巧タンク （シーズンの巧め、適時） 

参巧タンク巧はがやごみがたまりやすいちのです。給逆のとき、点巧してください。 

油タンク巧の化巧き及び掃除は、'巧タンクの属の取扱説明害【こ従つでおこなつてください。 


■給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（ちに 1 回程度） 

•おが気筒及び、トップの周固に廣害物び置いでないか、ときどきお巧してください。 

参給排気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこします。シーズン初めには必すなおし、くちび巣をつくつたり異物び入 
つたりしでいるとさは、必す掃除しでください。 

参給が気筒及び、が気管の接続部びはすれたり、排気管巧け横知巧リード線びはすれたり、断線しでいないか点検して 
ください。 

♦おが気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとき、巧気管の接続部内部にはめこんである〇リングが破損していな 
いか確かめでください。 



メスオスエルす; 



ストーブ接続側 


〇リンブ\ 


破損しでいたおさは、お異いずめの販売巧に巧換を皮顆しで 
ください。 


(P40 4種 D) 


mm 













点侯、ま入れの必要項目、時期、方ま 


■を'巧面器のストレーナの掃な （適時） 

参を巧面器には、ごみを隐くためのストレーナびついでいます。 

ごみびたまると、0;巧の流れを巧げで、十分な义力びおなくなります。 
なのよラに掃除しでください。 


、嫁 


定油面器 


①操巧部の左側を 
弓 I き上げる 


③まわす 



直部(黒色） 


ストレ^ナ 




スト レーナ 3ムバツキン 
(黒色） 


比めねじ 


1. 巧タンクの送'； i / x ルブを閉じでください。 

2. ス I ブの前おを止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下側を弓 I き上 
げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部をを図のよラに、①揉た部のを測をかし引き上げで、②ま前にまわ 
しで、開いでください。定'庙面おがみえできまず。 

4. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、'逆巧イドをたり、そ 
の下に容器を B いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださし、。 
定巧面おの巧れたな巧やごみがを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、されいなな巧の中ですすぎ洗いをしでください。 
(水で洗わないでくださレ。） 



mm 


顧轟5?晦， 

讀韓達！.. 

釀麗囉 

時 n 

: . ザ； 

な洛於； 



夸跨 yr く燃鱗接:お偉ミ§た‘'〜::苗'; 

’持 か‘ 飯彌阔翻 

も )— っ が C ‘ぅ 

勢皆禱ん 。I 致。觀-^ 


■エアークリーンフイルタの掃な（遇，回が上) ( FF - 68 PAK 9 ) 

エアークリーンフイルタびごみやほこりで目ブまりすると、エアークリーン能力が巧下しまず。 

•遇1◎な上はエアークリーンフイルタをはすしで、掃除機又は、ブラシなど 
できれし、に掃おにください。 

が洗いち巧能ですびよくを煩させでからじツトしでください。 


■ェアークリーンユニツトの痛お （適時) ( FF -68 PAK 9) 


参エアークリーン ユニツ トび巧れるとエアークリーンランプび消口し、エアークリーン廷転を惇止しでエアークリーン 
ユニツ トの巧お時期をお知らせしまず。 

参エアークリーンランプび消好しなくでち、1 ヶ貝に1◎程度 はエアークリーンユニツトの掃除をしでください。 

II I ~ II —— ill 1. エア•-クリーン運おスイツチを「の 1 にしでください。 
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-が電極のミ-巧 


m 



時 

差しこむ 


2. エアー クリーンユニットを引き出しでくたさい。 

^エアー クリーンユニットの引ぎ出し方は、 12ぺ 
I 法」を参照しでください。 


「お寺入れの方 


3. エアークリーンユニットの集じん極板を引き出しでください。 

参エアークリーンユニジト放電墟のが巧はホ常に銳利でず*がれると暗換 
ですので取り按 U に巧十が法恵しでください。 

4. 集じん顿おの雨面 を申化'洗剤を落かしためるま湯かがにひたしで、歯ブラ 
シなどで巧れを落としでください。 

すすぎ洗いを、日陰で よく乾燥 させでください。 

(別売の〈エアークリーンスプレー （ ACS — 180))ち巧意しであります。 
エアーク リーンスプレーで洗淨した後必す中性洗剤をラすめた水で、集じ 
ん極板についたスプレー液を洗い落としでください。） 

参巧れを落とすとまは、巧じん植板ををおさせないよラに、熬をつけでく 
ださい。 

參おじん極おは十分に乾煤しでください。 

5. エアークリーンユニットの放重極の赴ををブラシ募で、 轻くブラッシング 
しで、目に見えないちれを落としでください。 

參 が巧插のか巧に異物び巧ちずる与巧じん能力がををまず。； 

おすか先をブラッシングしでください。 

善ブラッシングずるときは放巧瓶のが先び巧形しないよラに就をつけでく 
i ; 萬抱をい.。’ 

6. 集じん極板をエアークリーンユニットに差しこんでください。このとき 
i 守モ司を上測にしでおまで確実に差しこんでください。 


. . . . 

1，ル""" 

I || V 


7. エアー クリーンユニットを エアー クリーン本体のにじットし、 エアー クリ 
ーン運乾スイッチを「連動」又は「単独」に合わせでください。 

參エアークリ—ンユニッ ト巧峰れたままた ッ トしたとまや、 がしく たット 
::しでいないとぎ、でア T ク U — ンランプび消巧し、エで ーク ン運振 
しない巧含びありまず。 

参エアークリーンユニツドを本体 fc たクトずるときば、 々チッと音がずる 
ま で巧しこんで < ださい。 


■巧流用送風機のフアンガードの掃除 (遇に 1 回な上) 


i: が;:. f! ••:ぶ I帝ぷ瓦I 111111 I 

巧。 C 'お 器ん…"……睛 w " •か•か ""M I 

ミみも， • ，ぶぶ ... mi I 111111 ^ 

攀 …側 …..…, I 1111111 


参ファンガードびごみやほこりで目ブまりすると、を風力び弱くなりが気温度び上 
昇する原因になります。〔過熱巧止装置（ままサーモスタット）または機内サー 
ミスタの働きで運転び停止ずる場合びありまず。〕 巧の要領でス I -ーブ裏面の 
ファンガードの掃除をおこなつでください。 

1. 運転を厚止し、巧流巧を風磯び止まつでいることを確認しでください。 

2. 掃陈機などでファンガードじついたほこりを取り除いでください。 


;0000© の — 
也のの艦瓜张 
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フアン方ード 








点検•ま入れの必要展 e 、 時期、方を 


■ポットパーナの巧お 

♦ r ご注意 I 掃巧は、ストーブを消义させ巧分巧巧してから、おこなってください。 

巧いが巧でおこなラとやけどのおそれがあります。 

•ポットパーナじすすびついでおのおび不揃いになったときれポットパーナの底にずすやカスびたまりすぎで這火びお 
そくなつたときは、巧のよラにしですずを巧り陈いてください。 



1. 上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃烧筒ふた押えを取ってくだ 
さし、。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スクルトンは中ふたに取り巧いでいます。スクルトンを巧ラス円简にあで 
ないよラにしで、巧りはすしでください。 


4. 燃焼リングをフレームロツドに当でないよラにまちしで左図の巧向に燃焼 
リングをまねし、取りだしでください。 


5. 点义ヒータ、点义ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧部のすすを 
ドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 



■反射板-ガラス巧筒のおお（巧時） 

♦ r ごま意 I 拥巧は、ストーブを消义させな分巧巧しでから、おこなつでください。 
熱い巧巧でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 


参反射板及び巧ラス円筒にほこりびたまりますと、反射巧巧が悪くなるばかりでなく危巧でずので、巧の要領で適時巧 
除をしでほこりを取り陈いでください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはずし左側にまわし 
でください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで、掃除機などで巧部のほ 
こりをきれいに掃陈しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射お及びガラス円筒をきれいにおいで 
<ださい。 

4. 掃除び終わりましたら、ちとどおりにじツトしでください。 







■ガラス巧筒内部の掃お（適時） 

垂^ s ^主 Ml 掃巧は、ストーブをお义させな分ちがしでから、おこなつでください。 

熟いげおでおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

♦長期間の使巧によりガラス円筒びすすけることびあります。 

ガラス円筒びずすけで炎び見えにくくなったときは、 19ぺ-ジ 「ポットバーナの掃除 •！ の巧にしたびい、スケルト 
ンをはずしでガラス円筒を掃除しでください。 


♦ガラス円倚には、水をかけたり、街をを毎えたりしないよう譯琴枯でぐだきい。 , 

参逢あ中にガラスぴ徐々じずすけた巧含は、しばらくの間（巧30巧簡^始扫をホまくすることによむ、ずす學除を 
することができまず。 


■点义ヒータ.点义ネット-ノズルの点檢（シ—ズンの巧め） 

参点乂ヒータや点乂ネットにすすび巧着しまずと、巧熱び傾下したり、巧のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因にな 
ります。 

•ノズルの巧端にすずび巧着しますと、異常燃烧になったり、着义不良や消乂時間び長くなる原因になります。 
シーズンネリめには必す点検しでください。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検.交換は破損のないよラにま意しでおこなラ必要びありますので、必すお買い 
ホめの販売店に依頼しでください。 


■フレー厶ロッド（燃焼制御装置）の点検（適時） 

•フレーム□ッドの先端にすずび巧着したり、フレーム□ッドび変おすると、誤作動の原因になります。 

すすの巧着やフレーム□ッドの変おびある場合は、必すお買い求めの販売巧に点検-交換をのおしでください。 


■地震などの災害び巧をしたとぎの点検についで 

参地巧などの災害び発ちし、ストーブにお動や衝撃が!)日わったときは、運乾前に必すなの点検をおこなってください。 
-給が気筒まわりのはすれ、ちれのお認 
，巧油配管からのちれの確認 

点検で異萬が見つかった揚含は、お買い求めの販売店【こ修理をのおしでください。 


9.定期点檢 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1◎程度、シーズン終了をなどに、お買いあげ店又は、修理資巧者〔(財）日本6油燃焼機器保守協を (TE 
し03— 3499 —2928) でおこなラ按術管理講習を修了者（石ミを機器技術管理±)など〕のいる店などに点検の療される 
ことをおずすめしまず。 










現 を 

説 お 

巧めで使巧するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱垄巧やほこりヴ焼けるためです。 

しばらく窓をあけで巧気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熟点义方すのため予熱時間び2分程度お愛でず。 

(予巧時固は室おによ0さか巧化します。） 

燃巧開始時や消义をに「ピチピチ J といラ音びする。 

本化巧がが新により膨張、収縮するためです。 

点义時にボンと音びする。 

点乂するときに発をする着义音で、異常ではありません。 


■なのよラな現象は巧障ではありません。 

♦を理をの巧される前にをラー度おおかめください。 


■使巧中に異常カタありましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のねからないときや、処屋のむすかしいとさは、お貫い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 


零辭 

一 

mm 


iiag 遮譜 iMi 


naiHOH 




■■■ 


s 

f ■ 靴 ； d 

: wwM が - 圓 
M 遊,®! 


■■r 


点义時.お乂時 









































































碍 を "T _ 説 ___ 

青 炎の中【こ黄色い炎（ホ义）び混じる。 異常ではありません。 

I 外気温びおくなると、排気ガス中に畜まれている水分び 
給が気筒の先筛から連続のに白煙び出る。 1凝結しで水を気になるためで、異常燃焼による白煙では 

!ありません。 

_ _ _ ... -----一--- 一一 - - -一"-一 

灯莊ぎれの際、一お巧び大さくなつで消义する。 異常ではを 0 ませ■ん。 


HBbhi 

y 

■■■1 


ェ沪—クリーンごこツトを擁除する，正しくじツトする 


てでークリ ^ンつ ,半ルタを掃除する 


適圧な位置に取り化け廣ず 


なだツトし再度な义操がをする 


訟定室温、時刻などをたットし巧おな义操作をずる: 


すずを取り踪< (瓶荒巧に修理を巧願ずる) 


給が気筒接続部のはすれを直ず 
ゆるみを直す 


ちれ力巧を締め直す（販売巧に修理を依頼する） 


おおつでいるちのを取り陈く 


給が気窗を挿おする 


正しく取0なける 


給が気筒のお IQ はけをおをにずる：-: 

:.也.、.....:.-. 


フアン刃ードのほこりをブラシなとで摘除ずる 


冨を涵りじ毅疆する 


を液パルブをしめなトレ对を!巧賊输賴る。;灌驚礎めがをあく 


ち油バルブを開< 


20ベ-ジの [巧發など夕炎まび堯生 U たとさの点検についで J みなお 
巧百を確認し、達紀スイタずをがじ直む再が嘴 r 顯::が:お :::: H 


コンじントじ確実に差しこむ 


FF -68 PA がのみ 


室温ぴおいのに义が 
大きくならなけ 


巧巧のにおいがずる 


富をたでで觀ぶる： 


燃焼時•その他 


エア — ンの 
微温風び化ない 


黒煙を出し i 是る 


ガラス円窗がすすけ 
る 


單源が入らなむ 




























■部品交換のときのを巧 

遊ま意 1 不完をな侵巧、規涅は危巧ですので、部品の巧巧、脚签び必要の巧さには、お買 
いぶめの巧売店文は、侵巧資格吾〔(お）曰本5巧が巧がおな巧おちでおこなラ巧が管理巧涅 
を修了さ （5 巧お器ち術含巧±)など〕のいる巧お店にご相おください。 

部品交換はご D ナ純 lEgBSa とご指定ください。 


谨 i 轟！議 ii 醒 


臣ぉ 


r * 濁.巧知献ぞが 


12 .保管 (長期間使用しない場を) 


設置したままで保管される場さやしまわれるときは、曰萬の点検•ま入れの項を参照し、巧 
の要領で保管しでください。 

1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

•1 A 注意 I ® ■したままでなちする《をちめず、 sai フラグは巧いで<ださい。 

2•巧タンクの0巧はすっかり出しでください。 

•かに水分やごみを残したままじしでおきますと、巧タンクび腐をする原因じなります。 

3 •を巧面おの中のな巧をおいでください。 

4•塗装部分は、しめった巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き[巧修巧の塞料 J (別巧） 

で塗装しで < ださい。 

6•フアンガードのごみやほこりを取り巧いでください。 

7 •的部のごみやほこりを取0ないでください。 




































を示部 
表示卽 
表示卽 


— I 黄: 5本) 
」6 



表示卽 □ §|:4ゎ 
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巧流フアン 

□ 

mm 
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巧のの□塞 
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巧®フアン 

□ 

白果 


プリント配線お谎さ配置図 




_^內は FF -68 PAK 9 のみ^ 
] 巧は FF -68 PK 4 のみ/ 


FF-68PK4 


F 戶 •68PAK9 爆本型す FF-68 戶 AK8) 


想を渡塞. 


浸. 巧 

な义 方す_ 
使 巧 城___5_ 

燃が消賓虽 

発熟を匿大 
及びお效率最ル 

ぉ巧出力言音 

热巧 J 巧 巧鸟 - 

研 — W 半巧お 
W 化一心 漏殿® 

想を適塞寒冷地 

妹;:. お:.;娘'.::ず：’を 
'畏 .. B 

巧源巧狂及び爾波数 
东格消ち巧れ 
搶が巧巧の型なの呼び 
おが巧筋の呼び淫 
おが気廚の壁再をがの孔爸 _ 
撕巧気 お 度 
が':雜お; A : ユ ..一 X 
"'.巧谭:；運'::;:',;;';'.装’.与 
その他’の装宙 
巧 巧 お 


ボット巧 . 匿巧巧.強制おが気お‘ 3^巧流お_ _ ___ 

" — ~ 畢気点乂巧 _ 

- ■ " 口'油。 IS 1旨口油） _______ 

~ " — 0.768 L/h _ 

- ■ ■" 0.198 L/h _ 

~ ~ " 28,450 kJ/h 熱効率86.0% _____ 

~ "" ~~ " 7^30kJ/h 熱効率 78. 2% ____ 

" ^ 6.80kW _ 

■ " - ■ 1 .59kW 

"" ' 86.0% (目盛大のとき） 

" ~ 78.2% (目盛微かのとき） 

~ 木造 29.Sm^ (18 置)まで.コンクリート 39.5m。 。4畳）まで 

~ 未廣 29. 5 m2 リ8置）まで.コンクリート 46.Om^ 。8置） まで _ 

高さ61 5mm • 幅 748mm ■ 奥行 368mm (置台を含む） [ 高さ 61 Smm ■ 幅 748mm . 奥巧が 0mm (贾 台を含む） 

28kg J ___ 31kg __ 

100V 50/60HZ 

点义時 340/340W • 最大燃焼時 29/26W • 最大 600/600_W (点火初期に 短時間発を） 

_ — QU4-4 

D40 __ 

$75mm 

~ 260でな下 

— ■" 5A ■ 1 0A 

巧度自動消义装置-点乂安を装置 . 燃焼制御装置-厚琴安き装置.遇 熱防止装墮 __ 

再点乂~まを装置*過單流防止装置-排気管巧け検巧装置-燃焼巧送風機異常検化装置-機内サーミスタ 
台1個、超熱板1個、おが鼓筒じット1組、スリーブ1個、本体固定金具2個、ゴム製を'进賃締巧バンド2個 


備考） •エアー クリーン運転時の消費巧力は定宿消費電力に17/1已 W 加置されます。 （ FF -68 PAK 9 のみ) 
•微風ファン運お時の消費覃力は定宿消賣空力に 4/4 W 加胃されます。 （ FF -68 PK 4 のみ） 

♦標準適室は、な団を人-白本ガス石ミお機器工業含の貨定薑準によりまず。 
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■ 据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例 ：■ 


据え1すけについでは、义災そ的を例、巧気設おに巧する技術甚準などまちの基準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特に注意しでいたださたいこと（安をのために必ずお守りください)」をお読みにな0、販売店又は据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、 r 语準据え巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


標準据を巧け例 


































































♦テレビやラジオから1 m な上離しでください。 

参側方障害物は、兩側にあってをよいびおが気筒と障害物、巧燃物との距離は 45 cm む上とっでください。 

参前方におや建物びある場合は給が気筒先端と前方障害物とのお離は 60 cm な上雖し、かつ上方および両側ちに気流を阻 
止ずる障害物びないよラにしでください。 

♦給が気筒下面は地面から 20 cmm 上難すよラにしでください。なお積雪地域では、給が気筒巧端び雪でふさがれるおそ 
れのない言さを確保しでください。 

•木澄め建物で塞にメタルラスお0、クイヤラス張0、またはを厲おお巧をしである场酥に給が気簡を强すとぎは、 
それらのを属部に接しないよラに題な的絶縁をしでください。 

♦壁控巧をあける域含、壁の肉部にある電巧骄線•巧ス.水道の露管にあたらない域所を遣んでください。 


給排気筒を延長ずる場含の注意 


参給排気筒を延長する場台は、3 m 3苗びりむ下で取がけられる場所を還定しでください。 


積雪地区における注意 


参漬雪の多い地ちでは、積雪時に給排気商び雪でふさびれないよラな取が場巧を還をしてください。また、風か’よどむ 
よラな場所では、がガスを再度吸い这んで不完を燃焼を起こずことびありまず。 


据え巧け後の確認 


据え巧けが、終わりましたら、ちラー度、工事説明害（工事編）の r 特にミ主意しでいただきたいこと（ををのために必すお巧 
りくださいりをお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据えなけられているかどラかを確認しでください。 


試運黯 


試運転は販売店又は据え巧け叢まとごいつしよに必すおこなつでください。 

■運提華備 

ま意1ち源プラグをコンたントに巧の根巧までおまに是しこんでください 

参油タンクに給油し、送な経路の空気なきをしでください。 

参送巧経路やストーブより’莊ちれびないか確認しでください。 

参まを装置をじットしでください。 

(定巧面器リたットレバー(黒色）を左ち巧に止まるまでがしでください。:） 

参タイマ—運おにな つで いません か。 



雜され^漱号魄ぉ 


1. 運廣スイッチをがしで r 入 J にしでください。 

•にミ IfeJ 巧めでお使いになるとぎは、お熱塗料などび焼けて煙ときい 
びでまず。おをあけで部屋のお気をしでください。 

•3 〜4分間のホ備燃焼び終わると本燃焼にのりかわりまず 

2. 冥萬びなければ、乂力調節つまみを「微少 j 〜 r 大」に設定しでください。 
♦炎のが態は、青い炎の中にいくらわ、の黄毎い炎（ホ义）力 《 まじつでを異萬で 

はありません。 


■消义の寺順 



参運転スイッチを巧しで「の J にしでください。 

「消义します J の音声と同時に、燃焼表示び消え、消火表示「消义しまず」 

び点'なします。 

燃焼室びお却すると燃焼巧を風機、巧流巧送風機び停止し、時刻表示ながの 
すべての表示類び消'なします。 


♦正常适転しない場をは、 を!〜22ぺ法ジ r 故揮•祭常の爲がげ窃と越置巧を：]を参照1/でください。 
参長巧間の巧管を、苗び截画ずる塌含を廊逢転おめま;贈にしたがい、試寒提をおごな〇をくだざい。 
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FAX (095)882 -口 67 
FAX (0985)25-0685 
FAX わ 97)523-51 扫 2 


東化地区 

関東地区 

信越- 
化陸地区 

東海地区 

、に y 化 

近畿 • 
四国地区 

中国地区 
九州地区 


T 003-0028 
X 003-0875 
〒〇 41-0 目24 
〒〇 78-8262 

X 080-0022 

〒〇 85-0038 
x 090-0064 


TEUOn )864-0440( 巧表） 
T 巨 U 011)879-2121( げ表） 
T 巨 U 01 3巧が—6070(巧表ミ 
T 巨しの1が 37-2330( 巧表） 
下巨し (0155)35-75^ 色けち表） 
TEL (0154)24-4 191(巧ち） 
TEUOl 57)26-21 03ミ巧表〉 


FAX (011)863-3 154 
FAXfOl 1)871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX (0166)37-2338 
FAX (0 巧 5 細一巧 10 
FAX (0154)24-0451 
FAX (0157)26-2 107 


错ち樂巧 賣野きおぎ地ミ白738 す如 1-2227 TEL (098) 目97—日677(巧表） FAX (098)897-5679 

シーヴ イド•バーク102 


01036002 本な•工場 S 杂巿秉新保 7-7 〒955-8510 T 巨し(0256)32-2111 ( 大巧表) 

巧崎工場巧顿巧ま B 72-58 で 945-081 7 TEL (02 日 7)23-51 75(げ表） 

長樹工場長顶巧て氣 BT 詹ノ浦*1069で 940-1146 T 巨しく 0258)22-2121( げ表） 


株巧きな 


沖縄地区 


お客様ごホ目談窓口一 覧表 




修理サービスや製品じついでのごホ目談は機種ちをご確認の上、お賢いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□じご依頼ください。 


ご掠属やご贈答蟲などでお西りの場含は、下記のおたくの窓□にご相談くださし、。 
名称、巧巧姐、電話番号は、変更する揚含か•ありまずのでご3承ください。 


店' 巧巧巧巧巧 
夕 

ミ、フ^ 業黨裳棠業 
ま t 

つ I 営尝瓷复當 
巧- 

サ館川 広お見 
擬 

化札画巧帯測北 


205 WA 0587 -12 3か 






